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政
府
の
取
り
組
み

　
政
府
は
、2
0
1
8
年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
8
」の
中
で
、「
次
世
代
モ

ビ
リ
テ
ィ・シ
ス
テ
ム
の
構
築
」を
重
点
分
野
の
一
つ
に

掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受
け
て
、国
土
交
通
省
は

2
0
1
9
年
6
月
、M
a
a
S
な
ど
の
推
進
を
支
援

す
る「
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
」の
先
行
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、大
都
市
近
郊
型
・
地
方
都
市
型
、

地
方
郊
外・過
疎
地
型
、観
光
地
型
か
ら
計
19
事
業
を

選
定
し
ま
し
た
。 

　
広
島
県
内
で
は
、庄
原
市
の「
庄
原
地
区 

先
進
過

疎
地
対
応
型
M
a
a
S
検
討・実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

唯
一
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

庄
原
M
a
a
S
検
討
協
議
会
の
取
り
組
み

　
庄
原
市
は
広
島
県
北
東
部
に
位
置
し
、他
の
中
山

間
地
域
同
様
、高
齢
化
と
人
口
減
少
に
伴
う
公
共
交

通
の
利
用
者
と
担
い
手
の
減
少
と
いっ
た
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
課
題
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
解
決
す

る
た
め
に
、商
工
会
議
所
、市
役
所
、観
光
協
会
、備
北

交
通
、庄
原
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、庄
原
赤
十
字
病

院
な
ど
市
内
の
関
係
者
が
連
携
し
、そ
し
て
市
外
か
ら

も
広
島
県
、呉
工
業
高
等
専
門
学
校
、㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
な
ど
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て「
庄
原

M
a
a
S
検
討
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、実
証
実
験
を

行
い
ま
し
た
。 

　
庄
原
M
a
a
S
検
討
協
議
会
は
、ま
ず
2
0
1
9

年
10
月
に
観
光
交
通
と
生
活
交
通
の
実
証
実
験
を

行
い
ま
し
た
。庄
原
市
中
心
部
か
ら
景
勝
地「
帝
釈

峡
」の
手
前
の
本
村
地
区
ま
で
は
バ
ス
路
線
が
あ
り

ま
す
が
、帝
釈
峡
へ
の
公
共
交
通
は
Ｊ
Ｒ
東
城
駅
か
ら

の
バ
ス（
平
日
の
み
１
日
４
本
）に
限
ら
れ
、観
光
は
自

家
用
車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。 

　
そ
こ
で
、週
末
に
庄
原
市
中
心
部
か
ら
本
村
地
区
を

経
由
し
て
帝
釈
峡
ま
で
小
型
バ
ス
を
運
行
す
る
デ
マ
ン

ド
交
通（
※
1
）と
、帝
釈
峡
内
を
観
光
客
が
ガ
イ
ド
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
周
遊
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｍ（
※
2
）を
導

入
し
、需
要
の
状
況
や
住
民
及
び
観
光
客
の
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。そ
し
て
、乗
換
案
内・

観
光
案
内
の
機
能
を
持
っ
た
ア
プ
リ
、Ａ
Ｉ
予
約
管
理

シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
運
用
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
※
1
）デ
マ
ン
ド
交
通
…
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る

　
　
　
公
共
交
通

（
※
2
）Ｇ
Ｓ
Ｍ（
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
）…
時
速
20
㎞
未
満

　　　
で
公
道
を
走
る
４
人
乗
り
以
上
の
電
動
小
型
自
動
車

 

　

　
ま
た
、2
0
1
9
年
11
月
に
は
本
村
地
区
と
峰
田

地
区
の
住
民
に
対
し
て
、予
約
状
況
な
ど
に
応
じ
て

Ａ
Ｉ
が
運
行
ル
ー
ト
を
組
み
立
て
る
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通

を
運
行
し
ま
し
た
。 

　
庄
原
M
a
a
S
検
討
協
議
会
は
、こ
の
実
験
結
果
と

利
用
者
の
意
見
を
も
と
に
、ア
プ
リ
の
機
能
を
さ
ら

に
強
化
し
て
、公
共
交
通
の
検
索
や
デ
マ
ン
ド
交
通
、

帝
釈
峡
内
の
Ｇ
Ｓ
Ｍ・遊
覧
船
な
ど
の
予
約
か
ら
決
済

ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
台
で
完
了
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

J
R
西
日
本
独
自
の
M
aa
S
の
取
り
組
み

　
国
土
交
通
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
は
別
に
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
、広
域
周
遊
ル
ー
ト
の
開
発
と
集
客
力
の
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
に
よ
り
、瀬
戸
内
エ
リ
ア
の
新
た
な

魅
力
を
生
み
出
す「
せ
と
う
ち
パ
レ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
観
光
型
M
a
a
S
ア
プ
リ「
s
e
t
o
w
a
」を

開
発
し
、2
0
1
9
年
10
月
〜
2
0
2
0
年
３
月
ま

で
の
半
年
間
の
予
定
で
、広
島
県
東
部
を
中
心
と
す
る

瀬
戸
内
エ
リ
ア
で
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　「
s
e
t
o
w
a
」は
、ア
プ
リ
が
勧
め
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
、飲
食
店
、宿
泊
施
設
な
ど
か
ら
行
き
た
い
場

所
を
選
ん
で
登
録
す
る
と
、最
適
な
旅
行
行
程
を
利
用

者
に
提
示
し
ま
す
。

　
地
域
の
交
通
機
関
や
、経
路
検
索
ア
プ
リ
を
提
供

し
て
い
る
ジ
ョ
ル
ダ
ン
、日
本
旅
行
や
ぐ
る
な
び
な
ど
、

多
様
な
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、公
共
交
通
機
関
に

加
え
、レ
ン
タ
カ
ー
、カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
、
一
人
乗
り
Ｅ
Ｖ
、観
光
施
設
、宿
泊
施
設
、

地銀9行
連携
レポート

File.07 全
国
の
地
方
銀
行
9
行
の
共
同
企
画
と
し
て
、各
地
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

県
内
で
動
き
始
め
た

　Ma
a
S
の
取
り
組
み｠

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
多
様
な
交
通
手
段
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

統
合
し
継
ぎ
目
な
く
提
供
す
る「
M
a
a
S
」（
マ
ー
ス
：M

obility as a Service

）が

全
国
各
地
で
拡
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

広
島
県
内
で
も
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、今
回
は
県
北
の
中
山
間
地
域
と
、

瀬
戸
内
海
の
観
光
地
と
い
う
２
つ
の
地
域
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

飲
食
店
な
ど
の
幅
広
い
情
報
の
検
索
や
予
約・決
済
な

ど
の
様
々
な
手
続
き
を
ア
プ
リ
を
通
じ
て
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、地
域
の
様
々
な
交
通
機
関
が
乗
り
放
題
で

観
光
施
設
の
入
館
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た「
setowa 

デ
ジ
タ
ル
フ
リ
ー
パ
ス
」や
島
々
を
巡
る
ク
ル
ー
ズ
を
は

じ
め
と
す
る
お
ト
ク
な
観
光
チ
ケ
ッ
ト
を
ア
プ
リ
上
で

購
入
で
き
る
な
ど
、利
便
性
を
大
き
く
高
め
る
試
み
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　「
s
e
t
o
w
a
」の
実
証
実
験
は
2
0
2
0
年
３
月

に
一
旦
終
了
し
ま
し
た
が
、「
せ
と
う
ち
広
島
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社

と
地
域
が
共
同
で
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）」が
始
ま
る
2
0
2
0
年
10
月
以
降
に
、改
め
て
対

象
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。

期
待
さ
れ
る
拡
が
り

　
M
a
a
S
は
、過
疎
地
の
交
通
弱
者
の
生
活
利
便
性

を
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

観
光
客
が
迷
わ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
、な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
そ
の
役

割
は
さ
ら
に
進
化
、拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

　
国
土
交
通
省
は
M
a
a
S
に
求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、誰
で
も
幅
広
い
地
域
で
使
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
」、他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る「
高
付

加
価
値
」、「
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
」の
３
点
を
挙
げ

て
お
り
、M
a
a
S
は
交
通
だ
け
で
な
く
、ま
ち
づ
く
り

や
新
た
な
産
業
の
創
造
の
観
点
か
ら
も
、地
域
に
と
っ

て
の
重
要
度
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ

て
、全
国
の
好
事
例
と
な
り
、地
域
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　（
文
責 

ひ
ろ
ぎ
ん
経
済
研
究
所 

畑 

幸
寿
） 

  

せ

と

わ
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中
心
と
す
る

瀬
戸
内
エ
リ
ア
で
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　「
s
e
t
o
w
a
」は
、ア
プ
リ
が
勧
め
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
、飲
食
店
、宿
泊
施
設
な
ど
か
ら
行
き
た
い
場

所
を
選
ん
で
登
録
す
る
と
、最
適
な
旅
行
行
程
を
利
用

者
に
提
示
し
ま
す
。

　
地
域
の
交
通
機
関
や
、経
路
検
索
ア
プ
リ
を
提
供

し
て
い
る
ジ
ョ
ル
ダ
ン
、日
本
旅
行
や
ぐ
る
な
び
な
ど
、

多
様
な
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、公
共
交
通
機
関
に

加
え
、レ
ン
タ
カ
ー
、カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
、
一
人
乗
り
Ｅ
Ｖ
、観
光
施
設
、宿
泊
施
設
、

地銀9行
連携
レポート

File.07 全
国
の
地
方
銀
行
9
行
の
共
同
企
画
と
し
て
、各
地
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

県
内
で
動
き
始
め
た

　Ma
a
S
の
取
り
組
み｠

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
多
様
な
交
通
手
段
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

統
合
し
継
ぎ
目
な
く
提
供
す
る「
M
a
a
S
」（
マ
ー
ス
：M

obility as a Service

）が

全
国
各
地
で
拡
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

広
島
県
内
で
も
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、今
回
は
県
北
の
中
山
間
地
域
と
、

瀬
戸
内
海
の
観
光
地
と
い
う
２
つ
の
地
域
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

飲
食
店
な
ど
の
幅
広
い
情
報
の
検
索
や
予
約・決
済
な

ど
の
様
々
な
手
続
き
を
ア
プ
リ
を
通
じ
て
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、地
域
の
様
々
な
交
通
機
関
が
乗
り
放
題
で

観
光
施
設
の
入
館
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た「
setowa 

デ
ジ
タ
ル
フ
リ
ー
パ
ス
」や
島
々
を
巡
る
ク
ル
ー
ズ
を
は

じ
め
と
す
る
お
ト
ク
な
観
光
チ
ケ
ッ
ト
を
ア
プ
リ
上
で

購
入
で
き
る
な
ど
、利
便
性
を
大
き
く
高
め
る
試
み
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　「
s
e
t
o
w
a
」の
実
証
実
験
は
2
0
2
0
年
３
月

に
一
旦
終
了
し
ま
し
た
が
、「
せ
と
う
ち
広
島
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社

と
地
域
が
共
同
で
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）」が
始
ま
る
2
0
2
0
年
10
月
以
降
に
、改
め
て
対

象
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。

期
待
さ
れ
る
拡
が
り

　
M
a
a
S
は
、過
疎
地
の
交
通
弱
者
の
生
活
利
便
性

を
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

観
光
客
が
迷
わ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
、な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
そ
の
役

割
は
さ
ら
に
進
化
、拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

　
国
土
交
通
省
は
M
a
a
S
に
求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、誰
で
も
幅
広
い
地
域
で
使
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
」、他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る「
高
付

加
価
値
」、「
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
」の
３
点
を
挙
げ

て
お
り
、M
a
a
S
は
交
通
だ
け
で
な
く
、ま
ち
づ
く
り

や
新
た
な
産
業
の
創
造
の
観
点
か
ら
も
、地
域
に
と
っ

て
の
重
要
度
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ

て
、全
国
の
好
事
例
と
な
り
、地
域
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　（
文
責 

ひ
ろ
ぎ
ん
経
済
研
究
所 

畑 

幸
寿
） 

  

せ

と

わ

▲実証実験の運行ルート
　（資料）庄原MaaS検討協議会、国土地理院「地理院地図」、CRAFT MAP 

▲ＧＳＭ（左）とデマンド交通(右) 　（資料）庄原商工会議所 
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政
府
の
取
り
組
み

　
政
府
は
、2
0
1
8
年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
8
」の
中
で
、「
次
世
代
モ

ビ
リ
テ
ィ・シ
ス
テ
ム
の
構
築
」を
重
点
分
野
の
一
つ
に

掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受
け
て
、国
土
交
通
省
は

2
0
1
9
年
6
月
、M
a
a
S
な
ど
の
推
進
を
支
援

す
る「
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
」の
先
行
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、大
都
市
近
郊
型
・
地
方
都
市
型
、

地
方
郊
外・過
疎
地
型
、観
光
地
型
か
ら
計
19
事
業
を

選
定
し
ま
し
た
。 

　
広
島
県
内
で
は
、庄
原
市
の「
庄
原
地
区 

先
進
過

疎
地
対
応
型
M
a
a
S
検
討・実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

唯
一
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

庄
原
M
a
a
S
検
討
協
議
会
の
取
り
組
み

　
庄
原
市
は
広
島
県
北
東
部
に
位
置
し
、他
の
中
山

間
地
域
同
様
、高
齢
化
と
人
口
減
少
に
伴
う
公
共
交

通
の
利
用
者
と
担
い
手
の
減
少
と
いっ
た
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
課
題
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
解
決
す

る
た
め
に
、商
工
会
議
所
、市
役
所
、観
光
協
会
、備
北

交
通
、庄
原
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、庄
原
赤
十
字
病

院
な
ど
市
内
の
関
係
者
が
連
携
し
、そ
し
て
市
外
か
ら

も
広
島
県
、呉
工
業
高
等
専
門
学
校
、㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
な
ど
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て「
庄
原

M
a
a
S
検
討
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、実
証
実
験
を

行
い
ま
し
た
。 

　
庄
原
M
a
a
S
検
討
協
議
会
は
、ま
ず
2
0
1
9

年
10
月
に
観
光
交
通
と
生
活
交
通
の
実
証
実
験
を

行
い
ま
し
た
。庄
原
市
中
心
部
か
ら
景
勝
地「
帝
釈

峡
」の
手
前
の
本
村
地
区
ま
で
は
バ
ス
路
線
が
あ
り

ま
す
が
、帝
釈
峡
へ
の
公
共
交
通
は
Ｊ
Ｒ
東
城
駅
か
ら

の
バ
ス（
平
日
の
み
１
日
４
本
）に
限
ら
れ
、観
光
は
自

家
用
車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。 

　
そ
こ
で
、週
末
に
庄
原
市
中
心
部
か
ら
本
村
地
区
を

経
由
し
て
帝
釈
峡
ま
で
小
型
バ
ス
を
運
行
す
る
デ
マ
ン

ド
交
通（
※
1
）と
、帝
釈
峡
内
を
観
光
客
が
ガ
イ
ド
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
周
遊
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｍ（
※
2
）を
導

入
し
、需
要
の
状
況
や
住
民
及
び
観
光
客
の
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。そ
し
て
、乗
換
案
内・

観
光
案
内
の
機
能
を
持
っ
た
ア
プ
リ
、Ａ
Ｉ
予
約
管
理

シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
運
用
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
※
1
）デ
マ
ン
ド
交
通
…
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る

　
　
　
公
共
交
通

（
※
2
）Ｇ
Ｓ
Ｍ（
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
）…
時
速
20
㎞
未
満

　　　
で
公
道
を
走
る
４
人
乗
り
以
上
の
電
動
小
型
自
動
車

 

　

　
ま
た
、2
0
1
9
年
11
月
に
は
本
村
地
区
と
峰
田

地
区
の
住
民
に
対
し
て
、予
約
状
況
な
ど
に
応
じ
て

Ａ
Ｉ
が
運
行
ル
ー
ト
を
組
み
立
て
る
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通

を
運
行
し
ま
し
た
。 

　
庄
原
M
a
a
S
検
討
協
議
会
は
、こ
の
実
験
結
果
と

利
用
者
の
意
見
を
も
と
に
、ア
プ
リ
の
機
能
を
さ
ら

に
強
化
し
て
、公
共
交
通
の
検
索
や
デ
マ
ン
ド
交
通
、

帝
釈
峡
内
の
Ｇ
Ｓ
Ｍ・遊
覧
船
な
ど
の
予
約
か
ら
決
済

ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
台
で
完
了
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

J
R
西
日
本
独
自
の
M
aa
S
の
取
り
組
み

　
国
土
交
通
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
は
別
に
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
、広
域
周
遊
ル
ー
ト
の
開
発
と
集
客
力
の
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
に
よ
り
、瀬
戸
内
エ
リ
ア
の
新
た
な

魅
力
を
生
み
出
す「
せ
と
う
ち
パ
レ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
観
光
型
M
a
a
S
ア
プ
リ「
s
e
t
o
w
a
」を

開
発
し
、2
0
1
9
年
10
月
〜
2
0
2
0
年
３
月
ま

で
の
半
年
間
の
予
定
で
、広
島
県
東
部
を
中
心
と
す
る

瀬
戸
内
エ
リ
ア
で
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　「
s
e
t
o
w
a
」は
、ア
プ
リ
が
勧
め
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
、飲
食
店
、宿
泊
施
設
な
ど
か
ら
行
き
た
い
場

所
を
選
ん
で
登
録
す
る
と
、最
適
な
旅
行
行
程
を
利
用

者
に
提
示
し
ま
す
。

　
地
域
の
交
通
機
関
や
、経
路
検
索
ア
プ
リ
を
提
供

し
て
い
る
ジ
ョ
ル
ダ
ン
、日
本
旅
行
や
ぐ
る
な
び
な
ど
、

多
様
な
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、公
共
交
通
機
関
に

加
え
、レ
ン
タ
カ
ー
、カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
、
一
人
乗
り
Ｅ
Ｖ
、観
光
施
設
、宿
泊
施
設
、

地銀9行連携レポート 広島銀行File.07

飲
食
店
な
ど
の
幅
広
い
情
報
の
検
索
や
予
約・決
済
な

ど
の
様
々
な
手
続
き
を
ア
プ
リ
を
通
じ
て
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、地
域
の
様
々
な
交
通
機
関
が
乗
り
放
題
で

観
光
施
設
の
入
館
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た「
setowa 

デ
ジ
タ
ル
フ
リ
ー
パ
ス
」や
島
々
を
巡
る
ク
ル
ー
ズ
を
は

じ
め
と
す
る
お
ト
ク
な
観
光
チ
ケ
ッ
ト
を
ア
プ
リ
上
で

購
入
で
き
る
な
ど
、利
便
性
を
大
き
く
高
め
る
試
み
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　「
s
e
t
o
w
a
」の
実
証
実
験
は
2
0
2
0
年
３
月

に
一
旦
終
了
し
ま
し
た
が
、「
せ
と
う
ち
広
島
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社

と
地
域
が
共
同
で
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）」が
始
ま
る
2
0
2
0
年
10
月
以
降
に
、改
め
て
対

象
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。

期
待
さ
れ
る
拡
が
り

　
M
a
a
S
は
、過
疎
地
の
交
通
弱
者
の
生
活
利
便
性

を
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

観
光
客
が
迷
わ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
、な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
そ
の
役

割
は
さ
ら
に
進
化
、拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

　
国
土
交
通
省
は
M
a
a
S
に
求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、誰
で
も
幅
広
い
地
域
で
使
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
」、他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る「
高
付

加
価
値
」、「
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
」の
３
点
を
挙
げ

て
お
り
、M
a
a
S
は
交
通
だ
け
で
な
く
、ま
ち
づ
く
り

や
新
た
な
産
業
の
創
造
の
観
点
か
ら
も
、地
域
に
と
っ

て
の
重
要
度
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
が
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ

て
、全
国
の
好
事
例
と
な
り
、地
域
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　（
文
責 

ひ
ろ
ぎ
ん
経
済
研
究
所 

畑 

幸
寿
） 

  

経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

【注意事項】●本ネットワークは、協定書を締結した地方銀行9行の連携・協力に基づき運営されています。ご利用にあたり、お客さまのご要望・ニーズなど、
必ずしもご期待にそえない場合がありますのでご了承ください。（個別具体的なソリューションのご提供を確約するものではありません。）

●本ネットワークのご利用を希望される場合は、お近くの取引銀行窓口までお気軽にご相談ください。
（ご相談は無料です、但し、個別具体的なソリューションのご提供にあたっては、各銀行所定の手数料等がかかる場合があります。）

▲スマホで多様な交通機関が使えるフリーパス　（資料）ＪＲ西日本

▲アプリの画面　（資料）ＪＲ西日本

平山郁夫美術館
を選択

立ち寄り地を選択

出発地・出発時刻と
到着地・到着時刻
を登録

土曜
　新大阪　7：00発
日曜
　新大阪　18：00着

行き/帰りの予定を登録

アクセスが追加される

新大阪→      　→三原

三原→ 　  　→生口島

耕三寺未来心の丘
を選択

飲食店を選択

立ち寄り地を選択

アクセスが追加される

宿泊施設を追加

宿泊施設を選択

アクセスが追加される

生口島→　　　→三原

三原→　　　→東広島

東広島→　→湯坂温泉
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